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１
-
は
じ
め
に

　
　
「
総
合
」
と
い
う
言
葉
を
広
辞
苑
で
調
べ
て
み
る

と
、
第
一
義
と
し
て
、
「
個
々
別
々
の
も
の
を
一
つ

に
合
わ
せ
ま
と
め
る
こ
と
」
と
あ
る
。
こ
れ
を
港
湾

空
間
に
あ
て
は
め
て
考
え
た
場
合
、
物
流
、
生
産
、

生
活
と
い
っ
た
各
機
能
が
「
個
々
別
々
」
の
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
バ
ラ
ン
ス
良
く
配
置
さ
れ
て
い

る
の
が
「
総
合
港
湾
」
「
総
合
的
港
湾
空
間
」
で
あ

る
と
い
え
る
。
そ
の
場
合
、
「
一
つ
に
合
わ
せ
ま
と

め
る
」
と
こ
ろ
に
意
味
が
あ
っ
て
、
単
に
「
個
々
別
々

」
の
も
の
を
「
寄
せ
集
め
る
」
だ
け
で
は
「
総
合
」

　
に
な
ら
な
い
わ
け
で
あ
り
、
物
流
、
生
産
、
生
活

と
い
っ
た
各
機
能
が
互
い
に
連
携
し
な
が
ら
融
合
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
人
の
視
点
に
立
っ

て
考
え
た
場
合
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
港
湾
空
間
と

そ
の
他
内
陸
地
域
を
連
続
し
て
と
ら
凡
る
こ
と
か
ら
、

ま
さ
に
「
人
、
海
、
ま
ち
」
の
「
共
生
」
関
係
の
確

立
が
必
要
と
な
る
。

　
以
下
で
は
、
「
総
合
的
港
湾
空
間
」
を
目
指
し
て

施
策
体
系
を
ま
と
め
た
「
二
十
一
世
紀
へ
の
港
湾
」

　
と
、
「
共
生
」
を
一
つ
の
キ
ー
フ
ァ
ク
タ
ー
と
し

て
東
京
湾
の
超
長
期
的
な
あ
り
方
を
ま
と
め
た
「
二

十
一
世
紀
の
東
京
湾
ビ
ジ
ョ
ン
」
、
さ
ら
に
そ
れ
を

踏
ま
え
て
現
在
策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
「
東
京
湾

港
湾
計
画
の
基
本
構
想
」
を
ご
紹
介
す
る
こ
と
で
、

今
後
の
「
総
合
港
湾
」
に
関
す
る
議
論
の
一
つ
の
踏

み
台
と
し
た
い
。

２
－
「
二
十
一
世
紀
へ
の
港
湾
」

　
運
輸
省
港
湾
局
は
昭
和
六
十
年
四
月
に
「
二
十
一

世
紀
へ
の
港
湾
」
を
策
定
し
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
国

際
的
、
国
内
的
な
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
平
成
二
年
四
月
に
「
豊
か
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ

ン
ト
を
め
ざ
し
て
～
『
二
十
一
世
紀
へ
の
港
湾
』
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
」
を
公
表
し
た
。
こ
の
施
策
の
体
系
が

図
－
１
で
あ
る
。

　
こ
の
体
系
に
沿
っ
て
、
以
下
に
「
二
十
一
世
紀
へ

の
港
湾
」
の
概
要
を
記
す
。

①
－
総
合
的
な
港
湾
空
間
の
質
の
向
上

ア
使
い
や
す
く
美
し
い
港
湾
空
間
の
形
成

　
（
ア
）
使
い
や
す
い
港
湾
空
間
の
形
成

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
‐
総
合
港
湾
へ
の
模
索
０
二
十
一
世
紀
へ
の
港
湾

　
港
を
利
用
す
る
人
々
や
船
舶
、
車
両
等
に
と
っ
て

安
全
で
使
い
や
す
く
、
分
か
り
や
す
い
港
湾
空
間
を

つ
く
る
。

　
(
イ
）
美
し
い
港
湾
空
間
の
形
成

　
人
と
海
、
人
と
港
が
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
で
き
る
美

し
く
楽
し
い
港
湾
空
間
を
つ
く
る
（
図
－
２
）
。

イ
港
湾
空
間
に
お
け
る
機
能
の
充
実

　
（
ア
）
高
度
な
物
流
空
間
の
形
成

①
外
資
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

　
外
資
コ
ン
テ
ナ
貨
物
の
著
し
い
伸
び
と
い
う
状
況

を
踏
ま
え
、
コ
ン
テ
ナ
船
の
大
型
化
と
貨
物
量
の
増

加
に
対
応
し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備
に
重
点
を
置
く

（
図
｜
３
）
。

②
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
ラ
イ
ナ
ー
対
応
タ
ー
ミ
ナ
ル
の

整
備
　
現
在
、
運
輸
省
ぶ
開
発
を
進
め
て
い
る
テ
ク
ノ
ス
ー

パ
圭
フ
イ
ナ
ー
は
、
速
力
約
五
〇
ノ
ッ
ト
と
高
速
で

あ
り
、
国
内
で
の
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
貢
献
、
国

際
物
流
の
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
進
展
に
役
立
つ
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
た
め
、
テ
ク
ノ
ス
ー
パ
ー
フ
イ
ナ
ー
に
対
応

し
た
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
（
図
‐
４
）
。



図―１　豊かなウォーターフロント実現のための施策体系

使いやすい港湾空間の形成

使いやすく美しい港湾

空間の形成

美しい港湾空間の形成

高度な物流空間の形成

多様で質の高い産業空間の形成

1.効率的な中枢業務空間の形成

2.質の高い産業空間の形成

港湾空間における機能

の充実

総合的な港湾空

間の質の向上

③
総
合
的
な
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
整
備

　
陸
上
・
航
空
等
他
の
交
通
と
の
連
携
を
強
化
す
る

た
め
、
主
要
な
港
湾
に
各
種
貨
物
を
一
体
的
に
扱
い

得
る
総
合
的
な
物
流
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
。

④
ポ
ー
ト
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
の
整
備

　
港
湾
・
高
速
道
路
間
等
を
結
ぶ
ポ
ー
ト
フ
リ
ー
ウ
ェ

イ
を
整
備
す
る
。

印
多
様
で
質
の
高
い
産
業
空
間
の
形
成

①
効
率
的
な
中
枢
業
務
空
間
の
形
成

　
質
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
や
港
湾
空
間
の

高
度
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
港
湾
中
枢
業
務
空
間

を
形
成
す
る
。

豊かな生活空間の形成

1.海上旅客交通のための快適な

　空間の形成

2.快適な交流空間の形成

3.豊かな日常生活空間の形成

港湾の再開発

機能展開のための新た

な空間の確保

沖合人工島の整備

②
質
の
高
い
産
業
空
間
の
形
成

　
業
務
、
研
究
及
び
生
活
環
境
の
調
和
し
た
魅
力
あ

る
産
業
空
間
を
研
究
す
る
。

　
ま
た
、
地
域
産
業
の
個
性
を
活
か
し
た
港
湾
の
整

備
を
推
進
す
る
。

吻
豊
か
な
生
活
空
間
の
形
成

①
海
上
旅
客
交
通
の
た
め
の
快
適
な
空
間
の
形
成

　
旅
客
は
も
ち
ろ
ん
一
般
の
人
々
も
楽
し
め
る
海
上

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
整
備
す
る
。

③
快
適
な
交
通
空
間
の
形
成

　
国
際
交
流
や
地
域
相
互
の
交
流
の
促
進
の
た
め
の

交
流
拠
点
を
整
備
す
る
。

港湾の体系的配置

ネットワークの充実に

よる交流の促進

港湾相互の連携の強化

国土の均衡ある

発展への貢献

地域振興のための基盤整備

臨海部における定住基

盤の整備

大都市問題への対応のための基

盤整備

豊かなウォーターフロントを実現するための政策手段

　
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
の
良
好
な
海
洋
性
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
拠
点
を
整
備
す
る
。

③
豊
か
な
日
常
生
活
空
間
の
形
成

　
地
域
に
密
着
し
た
物
流
、
産
業
機
能
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
公
共
施
設
用
の
空
間
や
利
用
者
の
安

全
に
配
慮
し
た
マ
リ
ー
ナ
、
緑
地
等
を
形
成
す
る
。

港
湾
は
震
災
時
の
避
難
や
緊
急
物
資
輸
送
の
拠
点
施

設
で
あ
る
た
め
、
耐
震
性
の
強
化
を
推
進
す
る
。

　
地
球
温
暖
化
に
伴
う
海
面
上
昇
等
、
地
球
規
模
の

環
境
変
化
が
わ
が
国
に
及
ぼ
す
影
響
と
そ
の
対
策
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

　
都
道
府
県
の
境
界
を
越
え
た
広
い
範
囲
の
廃
棄
物

図一４　超高速船ターミナルの概略イメージ（水平式一両舷型）
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を
処
理
す
る
広
域
処
分
場
の
整
備
を
推
進
す
る
（
写

真
－
１
）
。

ウ
港
湾
空
間
に
お
け
る
機
能
の
充
実

　
（
ア
）
港
湾
の
再
開
発

　
機
能
の
低
下
し
た
内
陸
地
区
や
遊
休
化
し
た
水
際

線
等
は
、
再
開
発
・
再
利
用
に
よ
り
活
性
化
を
促
す
。

　
（
イ
）
沖
合
人
工
島
の
整
備

　
人
工
島
は
、
海
へ
の
多
様
な
要
請
に
対
応
が
可
能

な
た
め
、
今
後
積
極
的
に
整
備
す
る
（
図
一
５
）
。

②
－
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
へ
の
貢
献

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に
よ
る
交
流
の
促
進

　
（
ア
）
港
湾
の
体
系
的
配
置

　
三
大
湾
（
東
京
湾
、
伊
勢
湾
、
大
阪
湾
）
で
は
、

コ
ン
テ
ナ
対
応
の
大
型
高
能
率
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
、
ポ
ー

ト
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ
の
整
備
等
を
推
進
す
る
。
ま
た
、

貨
物
取
り
扱
い
機
能
の
湾
外
へ
の
展
開
を
図
る
。

　
地
方
で
は
。
高
速
道
路
や
鉄
道
と
の
連
携
を
取
り

や
す
い
港
湾
に
外
資
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
内
貿

ユ
ニ
ッ
ト
ロ
ー
ド
タ
ー
ミ
ナ
ル
を
配
置
す
る
。

　
人
口
集
積
や
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
拠
点
等
と
し
て
高

い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
有
す
る
港
湾
中
心
に
旅
客
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
形
成
す
る
。
ま
た
、
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー

ト
の
増
加
等
に
対
応
す
る
た
め
マ
リ
ー
ナ
を
適
正
配

置
す
る
。

　
（
イ
）
港
湾
相
互
の
連
携
の
強
化

　
隣
接
す
る
港
湾
間
の
陸
上
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活
用

を
進
め
な
が
ら
、
適
切
な
機
能
分
担
の
も
と
に
港
湾

相
互
の
連
携
を
強
化
す
る
。

イ
臨
海
部
に
お
け
る
定
住
基
盤
の
整
備

　
（
ア
）
地
域
振
興
の
た
め
の
基
盤
整
備

　
地
方
中
枢
都
市
の
港
湾
で
は
地
域
振
興
や
国
際
化

の
拠
点
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
物
流
、
情
報
、
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
関
連
施
設
を
、
地
方
の
港
湾
で
は
地
域
産
業

の
育
成
に
必
要
な
基
盤
施
設
を
整
備
す
る
。

　
離
島
等
の
交
通
条
件
の
不
利
な
地
域
で
は
、
交
通

条
件
の
改
善
を
図
る
。

　
（
イ
）
大
都
市
問
題
へ
の
対
応
の
た
め
の
基
盤
整
備

　
大
都
市
圏
の
港
湾
で
は
、
国
際
化
に
ふ
さ
わ
し
い

中
枢
業
務
空
間
を
形
成
し
、
良
好
な
生
活
環
境
の
住

宅
地
の
臨
海
部
で
確
保
す
る
。

　
ま
た
、
海
上
バ
ス
や
臨
港
交
通
の
整
備
と
、
港
湾

機
能
の
湾
外
へ
の
分
散
に
よ
り
市
街
地
交
通
へ
の
負

荷
の
低
減
を
図
る
。

　
以
上
が
「
二
十
一
世
紀
へ
の
港
湾
」
の
概
要
で
あ

る
が
、
港
湾
空
間
の
持
つ
資
質
を
よ
り
具
体
化
し
、

ま
た
一
つ
の
空
間
と
し
て
の
「
総
合
性
」
を
追
求
し

た
も
の
で
あ
り
、
今
後
は
時
代
の
要
請
の
変
化
を
的

確
に
把
握
し
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
港
湾
整

備
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

３

二
十
一
世
紀
の
東
京
湾
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て

　
東
京
湾
空
間
は
、
こ
れ
ま
で
物
流
・
生
産
・
漁
業

な
ど
多
様
な
活
動
の
展
開
の
場
と
し
て
わ
が
国
の
発

展
に
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
運
輸
省
第
二
港
湾
建

設
局
に
お
い
て
は
、
東
京
湾
空
間
の
整
合
の
と
れ
た

開
発
、
利
用
及
び
保
全
の
指
針
と
し
て
、
「
東
京
湾

港
湾
計
画
の
基
本
構
想
」
を
過
去
三
次
に
わ
た
り
策

定
し
て
き
た
。
現
在
の
基
本
構
想
は
昭
和
六
十
三
年

に
概
ね
二
〇
〇
〇
年
を
目
標
年
次
と
し
て
と
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
が
、
近
年
、
各
種
物
流
関
連
施
設

の
陳
腐
化
、
モ
ー
ダ
ル
シ
フ
ト
へ
の
対
応
な
ど
物
流

を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
へ
の
早
急
な
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
海
洋
性
レ
ク
リ
ェ
ー

一
特
集
・
横
浜
港
の
明
日
－
総
合
港
湾
へ
の
模
索
‘
０
二
十
一
世
紀
へ
の
港
湾

シ
ョ
ン
需
要
の
増
大
や
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
の
ア

メ
ニ
テ
ィ
化
、
さ
ら
に
は
、
東
京
湾
の
水
質
な
ど
の

環
境
改
善
や
、
増
え
続
け
る
廃
棄
物
な
ど
へ
の
対
応

が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
よ
り
長
期
的
な
見

通
し
の
下
に
、
新
た
な
基
本
構
想
を
策
定
す
る
こ
と

が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
そ
こ
で
、
第
二
港
湾
建
設
局
は
、
各
界
有
識
者
に

よ
る
「
東
京
湾
の
将
来
を
考
え
る
懇
談
会
」
を
平
成

三
年
四
月
に
組
織
し
、
そ
の
な
か
で
、
概
ね
三
十
年

先
で
あ
る
二
〇
二
五
年
時
点
を
目
標
と
し
た
、
東
京

湾
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
検
討
を
お
願
い
し
た
。
同
懇

談
会
は
以
後
平
成
六
年
一
月
ま
で
七
回
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
広
範
に
わ
た
る
貴
重
な
意
見
交
換
が
な
さ

れ
た
。

　
以
下
に
示
す
ビ
ジ
ョ
ン
の
概
要
は
、
こ
の
懇
談
会

に
お
け
る
種
々
の
議
論
を
、
中
間
的
に
と
り
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
最
終
的
に
と
り
ま
と
め
た

東
京
湾
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
懇
談
会
の
名
で
近
々
公
表
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

１
｜
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
基
本
理
念

　
二
〇
二
五
年
を
目
標
と
す
る
本
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
は
、
東
京
湾
空
間
に
つ
い
て
、
従
来
の
よ
う
に
物

流
・
生
産
と
い
っ
た
機
能
中
心
の
捉
え
方
か
ら
、
様
々

な
交
流
が
展
開
さ
れ
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
「
生
命
・

自
然
・
空
間
」
が
一
体
と
な
っ
た
共
生
系
と
し
て
の

捉
え
方
に
重
点
を
移
す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
の
基

本
認
識
に
立
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
東
京
湾
空
間
を
、
『
基
本
的
に
は
、
東
京

圈
に
住
み
、
働
き
、
そ
し
て
こ
こ
を
訪
れ
る
人
々
の

快
適
で
豊
か
な
生
活
を
実
現
す
る
た
め
の
海
で
あ
り
、

空
間
で
あ
り
、
同
時
に
日
本
を
代
表
す
る
情
報
・
文

化
の
発
信
地
で
あ
る
』
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
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